
令和4年度

玉川村地域おこし協力隊
活動報告会



移住コーディネーター
田中 瑞穂

本日お話しする内容

①田中瑞穂の自己紹介

②２月１日に着任してからの報告・感想

③移住コーディネーターとしてやりたいこと



自己紹介①（都会で燃え尽きるまで）

◇田中瑞穂（たなかみずほ）

　　男性には少ない名前なのでよく女性と間違われます

◇熊本県阿蘇郡小国町出身の５５歳、血液型は Rh+AB
◇今でいう「ヤングケアラー」として、親の介護をしつつ

　中学生の頃から新聞の朝刊・夕刊を配達して収入を得る

◇私立日本放送協会学園高等学校卒業 （NHK学園高校・通信制）

◇職歴：

　①中学卒業後、介護と生活費捻出のためフリーターに

　②１９９７－２０１０　法律事務所パラリーガル（事務職員、１３年勤務。高卒者は異例！）

　③２０１１－２０１９　東京都青梅市議会議員（２期８年）

　　市議の頃は、視覚障がい者や難病患者、不登校・ひきこもり支援などに取り組み、日本教育新聞　　な

どにも掲載されました・・・ しかし、都会暮らしはテンポが速く苦痛でした！



自己紹介②（都会に疲れ桜川市で協力隊になるも･･･コロナが！）

◇東京で疲れ果て、茨城県桜川市の地域おこし協力隊へ

◇趣味の聖地巡礼（アニメやドラマの舞台を訪問する）がきっかけ

で桜川市を選び、里山保全を中心に活動。獣害が酷い地域なので

狩猟免許や空気銃所持許可を取得して狩猟に取り組む　イベント

には自前の着ぐるみで出演。郷土歴史勉強会も好評

◇着ぐるみが好評だったのでパペット（指人形）を作ったところ、飲

食店から「パペットで料理を紹介してほしい！」と声をかけられるよ

うになり、着ぐるみよりも人気に！

◇協力隊として無事3年間勤めたものの、コロナで出来なかったこ

とが多く、やり遂げたくて玉川村の協力隊に応募しました



着ぐるみとの出会い（少し時間をさかのぼって）

◇貧しいわ、親の介護は大変だわで、自分のことは考えられない。自己

肯定感はゼロ。どう生きればいいのかサッパリ分からない。笑顔になり

たいのに笑うことができなかった、子ども時代

◇そんなある日。アルバイトで着ぐるみに入ったら子どもがたくさん寄っ

てきた。泣いてる子が泣きやんで抱きついてくる

◇着ぐるみを見つけて走ってくる途中で、転んで膝をケガしたのに泣か

ない子がいた。大好きな、かわいらしい着ぐるみに泣き顔を見せられな

いから泣かない。なんていじらしい！

◇学歴も特殊な技能もいらない、すべての子に勇気を与え、笑顔にする

着ぐるみ・・・田中瑞穂少年は“これだ！”と思った



２月の取り組み＆今後めざしていること！

◇2月1日に着任しました。みなさんと仲良くなりたいです。移住コーディ

ネーターとして全力でがんばりますのでよろしくお願いいたします！

◇２月は、観光地や事業所を訪問してご挨拶するとともにSNSを活用して情

報発信することを中心に。暖かく迎えてくださりありがとうございます

◇３月からは、一流の移住コーディネーターめざして、①地域限定旅行業

務取扱管理者（９月実施予定）②食品衛生責任者（５月予定）③宅地建物

取引士（宅建、１０月予定）の資格取得に取り組みます

◇移住を検討している人々と積極的に交流し、玉川を訪問してくださる方を

増やします。そして、多くの方が移住してくださるよう働きかけます！



３／１２　東京からの観光客をご案内
３／１６　おおくままちづくり公社視察

先進的な移住・定住施策を学んできました



頻繁な情報発信で玉川に来てもらおう☆
たとえば...大雷神社の石燈籠の秘密！？



ご清聴ありがとうございました。
来年度もよろしくお願いいたします。

NEXT
学習支援
松生 繁 隊員



英語・算数・数学学習支援
松生 繁

お伝えしたいこと 

 

その1　松生繁って何者？

その2　学習支援員として取り組んでいること

その3　学習支援員として新たにチャレンジしたいこと



その1　松生繁って何者？

2023年 1986年（社会人1年生）

【生まれと育ち】
1961年　福岡県生まれ　61歳

東京、埼玉、栃木、京都、兵庫、千葉、

愛媛を経て玉川村へ。

【職務経験とWhy teacher?】

小学生時代より教員志願。

だが、電機精密メーカーへ。

公共事業部長にて定年退職。

クラウドサービス企業に転身。

還暦を過ぎても夢は捨てない。

否、どうしても捨てきれない。

玉川村で教壇に立とうと決意。

BeforeAfter



その2　学習支援員として取り組んでいること

2022年11月～12月　小学校・中学校の数学補助教員

2023年1月　　　　　　  小学校のALT（英語補助教員）

１．教材づくり 　　　　  　　     児童・生徒の理解を進めるための補助教材づくり

２．他校や学術機関との交流　県外小学校や卓越した英語力を持つ大学、大学院との交流

３．官民トップ層交流　　　  　玉川村における義務教育に役立ちそうなネタの探索



その2　学習支援員として取り組んでいること
（１）教材づくり



その2　学習支援員として取り組んでいること
（１）教材づくり



その2　学習支援員として取り組んでいること
（１）教材づくり



その2　学習支援員として取り組んでいること
（２）他校や学術機関との交流



その2　学習支援員として取り組んでいること
（３）官民トップ層交流



その2　学習支援員として取り組んでいること
（3）官民トップ層交流
　　  昔から私が懇意にしていただいている人物



その2　学習支援員として取り組んでいること
（3）官民トップ層交流
　　  玉川村での講演可能な人物



その3　学習支援員として取り組んでいること　（３）官
民トップ層交流



その3　学習支援員として新たにチャレンジ
　　　  したいこと



その3　学習支援員として新たにチャレンジ
　　　  したいこと



その3　学習支援員として新たにチャレンジ
　　　  したいこと



その3　学習支援員として新たにチャレンジ
　　　  したいこと



その3　学習支援員として新たにチャレンジ
　　　  したいこと

ご清聴ありがとうございます。

児童たちのピュアで思いやりあるハートを大切にしながら、

彼らの夢を拡げ　玉川村の人づくりに貢献して参ります。

Fin

NEXT
TGSC活動支援隊
員
黒木 光治



たまかわ元気スポーツクラブ活動支援
黒木 光治

1. 自己紹介

2. 9月からの活動報告

3. 来年度の活動計画

4. 卒隊後に行いたいこと

私のパートのアジェンダ





好きな色



26
誕生：1996年4月17日 



特徴

1.しっかりもので真面目
2.オンとオフの切り替えが上手い
3.意外と社交的
4.ミステリアスな面もある
5.物事を多角的にとらえる
6.恋愛に関しては奥手な人が多い
7.気分屋な所がある
出典：https://www.p-a.jp/renaru/marriage/24022/

出典：兵庫県赤十字血液センター - 日本赤十字社

AB
血液型



中学高校 陸上部



ダブルダッチ

主にアクロバット・ロープ・デモ構成・曲編集を担当



出身



これまで 黒木光治

● 平成8年、東京に生まれる。
● お受験をし小中高大一貫校に通う。
● 中学高校と陸上短距離を行う。
● 大学は法学部法律学科。ゼミでは労働法を学ぶ。
● 就職活動を見据えチームスポーツであるダブルダッチ同好

会（現ダブルダッチ部）へ所属。
● 大学4年（2018年）にプロダブルダッチチーム

「BeeWorker」のマネージャーを務める。
同時期、曲編代行サービスを開始。
同時期、ブログサイト、YouTubeチャンネル開設。

● 2019年4月、大手商社系IT子会社に就職。
プロダクトマーケティングを行った後、RPA製品を取り扱う部
署に転属しデジタルマーケティングと教育サービスの運営主
幹を担当。

● 2022年3月27日、福島県石川郡石川町「ひとくらす」にてダ
ブルダッチ体験会の講師として招かれ初めて福島に来る。
地域おこし協力隊を知る。

● 2022年5月、淡路島サーカスにてダブルダッチのパフォーマ
ンスを講演の一部にて行う。

● 2022年6月7日、玉川村視察。（2度目の福島県）
● 2022年9月5月に玉川村地域おこし協力隊に着任。



9月から今日までの活動報告 黒木光治

● 基本的にはたまかわ元気スポーツクラブの運営をサポート



9月から今日までの活動報告 黒木光治

● おこし隊として村のイベントに出たり、移住イベントや交流会に参加。自主的には初めての体験会を開催。小学校の体育指導補助
もさせていただく。



9月から今日までの活動報告 黒木光治

● 公民館のお仕事も余裕がある時にはお手伝いさせていただいております。



来年度(令和5年4月～)のくろき 黒木光治

全集中したいこと

1. クロスクールの開校

2. 運動持久力の向上

3. YouTubeの投稿

楽しみなこと

1. 国内旅行に行く！

2. 中型免許取得！

3. 他県のスクール視察

チャレンジしたいこと

1. 体重60キロ以下

2. 他おこし隊との交流

3. 毎朝ウォーキング



卒隊後に行いたいこと 黒木光治

スクール

100名

SNS

10万
● Webサイト制作
● 学校や児童クラブで体育補助
● TGSCの運動教室継続 年商1,000万



ご清聴ありがとうございました。
来年度もよろしくお願いいたします。

NEXT
新産業チャレンジ
和田 正樹 隊員



新産業チャレンジ
和田　正樹

1. 自己紹介

2. 着任（令和４年7月）から今日までの活動報告

3. 来年度の活動計画



自己紹介 和田　正樹

誕生：1983年６月1日

年齢：39歳

血液型：Ａ型

中学高校：陸上部

出身：神奈川県厚木市

趣味：ビール　スノーボード

経歴：日本大学　経済学部

　　　福島県中通りで就職しその後、十数年関東に在住。

　埼玉県本庄市に生まれ 5歳まで過ごす。その後、父親の実家のある矢吹町に移住。 24歳まで福島で過ごし、東京

へ。東京、埼玉、神奈川で精密機械の修理や設備メンテナンスに従事。令和４年７月に協力隊着任で玉川村へ。  



着任（７月～）から現在までの活動

村内各種イベント運営支援

・手ぶらキャッシュレス実証実験登録会

・乙な市

・さるなしウォーク

・yodge夏祭り

・アーバンスポーツ縁日

・サイクルヴィレッジたまかわ

・キッズトレイルラン平田

・コワタマ市

・ホップ栽培勉強会　など

令和４年11月から令和５年2月末までビール醸造技術研修として他自治体にあるビール会社に研修。



着任（７月～）から現在までの活動

・令和４年11月に自分が醸造した第１段目のビール
「乙な麦酒」販売開始。
・ビアスタイルは IPA（インディア・ペール・エール）でホップ
本来が持つ豊かな香りと爽やかな苦味が特徴のビールで
す。原材料に生ホップを使用することで、ホップ本来が持
つ豊かな香りと爽やかな苦味が感じられます。
※ビアスタイルとはビールの種類（タイプ）のことをいいま
す。アメリカのビール団体 Brewers Association が公表し
ている『ビアスタイル・ガイドライン』によれば、現在世界に
は180以上におよぶスタイルがあるとされています。
・すがまプラザ交流センター Room11で販売中です。土日
中心に営業しています。



醸造技術研修（令和４年 11月～令和５年２月）

福島県田村市にあるブルワリーにて４ヶ月間、醸造技術の研修を受ける。
オリジナルテキストを使用した座学から醸造実務を通し研修を行う。

　オリジナルテキストを使用した座学内容

　・ビールの基礎　・原料　・仕込み　・発酵～濾過　・品質管理　・酒税　・レシピ設計

   実務を通しての醸造技術研修

　・仕込み前準備　・仕込み　・澱引き　・ドライホップ　・バブリング　・ラベル張り

　・瓶詰め　・樽詰め　・樽洗浄　・タンク移動　・タンク洗浄　・酵母回収　など

醸造技術研修で最も大事だったのは掃除。掃除が細部にわたり行き届いているかで品質に多大な影響を及ぼ
す。少しの汚れが施設内全てに影響を与えるので、常に清潔な状態を維持することを心掛ける。



醸造技術研修（令和４年 11月～令和５年２月）

ホップジャパン醸造長
武石さん

と
ホップジャパン醸造者

大島さん

仕込み釜にて1枚



来年度の計画

村内でホップ栽培開始
・すがまプラザ交流センターおよび村内農地にて栽培予定。

他ブルワリー見学
・研修先との違いや、独自の取り組み・工夫や地域との連携など精査し良い部分を取り込む。

第二弾ビール醸造・販売
・自分のオリジナルレシピで醸造。小麦を使用したホワイト系のビールを醸造・販売予定。

県内イベントでのビール販売
・県内で開催されるイベントでの出店をし、活動の周知およびビール販売による認知度の向上に務める。

村内イベントの活動支援
・本年度以上にイベント支援に注力し、情報発信にも力を注ぎ村内だけではなく村外からも人を呼び込めるよう
努力する。



ご清聴ありがとうございました。
来年度もよろしくお願いいたします。

NEXT
農業支援
佐々木 寛史 隊員



目次

1. 自己紹介

2. これまでの活動報告

3. 来年度の活動計画

4. 卒隊後に行いたいこと

農業支援
佐々木 寛史



自己紹介 佐々木 寛史

生まれ：1989年3月15日（34歳）

出身地：宮城県加美町



自己紹介 佐々木 寛史

中学：カヌー部 高校：化学部



自己紹介 佐々木 寛史

大学院：数学
2011.4～2013.3

大学：電子工学科
2007.4～2011.3



自己紹介 佐々木 寛史

前々職：プレス金型の設計・製作
2013.4～2014.5

前職：加工用工具の開発
2014.7～2021.12



自己紹介 佐々木 寛史

趣味



自己紹介 佐々木 寛史

趣味



自己紹介 佐々木 寛史

趣味



これまでの活動報告 佐々木 寛史

農業研修



これまでの活動報告 佐々木 寛史

実証圃



これまでの活動報告 佐々木 寛史

さるなし圃場



来年度の活動計画 佐々木 寛史

・農業研修

・実証圃での農作物の栽培
　　キュウリ・トマト・にんじん  e.t.c.

・さるなしの栽培



卒隊後に行いたいこと 佐々木 寛史

玉川村で農家になる



ご清聴ありがとうございました。
来年度もよろしくお願いいたします。

NEXT
観光交流支援
太田 竜也 隊員

























































ご清聴ありがとうございました。
来年度もよろしくお願いいたします。

NEXT
地域の賑わい創出支援
谷田川 晃平 隊員



地域の賑わい創出支援(東部地区)
谷田川 晃平

目次

・自己紹介

・玉川村に来るまでの経緯

・地域の賑わい創出支援隊員（東部地区）の内容

・活動記録

・活動写真

・今後の活動予定



自己紹介

谷田川　　晃平

やたがわ　　　こうへい

谷
田
川

晃
平

漢字が線対称

生年月日：1997年10月（25歳）
　出　身：東京都豊島区
座右の銘：「バレなきゃ勝ち‼」
協力隊歴：2021年5月入隊（2年目）

協力隊では下から２番目の若さ

愛犬：クレオ（ミニチュアシュナウザー） ９歳（ディズニーランド？）

協力隊では上から 2番目



玉川村に来るまでの経緯

・都内の大学卒業後、神奈川県にある飲食店を経営している会社に就職
・コロナが大流行し、わずか１週間で自宅待機
・１年経っても自宅待機が解除されることが無かったため、かねてより興味のあった地方での生活をして
　みたいなぁと考え、インターネットで検索
・地域おこし協力隊の制度を知り、「 JOIN」で自治体の検索
・一番上に玉川村がヒット ‼
・Googleマップで玉川村を調べていたところ、近くに「谷田川」と名前の付いた地域が見つかりビックリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( ﾟДﾟ)‼
・運命を感じて玉川村に視察（柿沼さんに村内を案内していただいた）
・玉川村や協力隊の雰囲気が気に入り、玉川村の地域おこし協力隊へ応募
・地区の賑わい創出支援隊員（東部地区）として入隊



地域の賑わい創出支援隊員（東部地区）の内容

・「すがまプラザ」を活用した、新たな賑わい創出の支援

・既存行事や地域交流イベント等への参加

・地域の歴史や文化を把握し、地域活性化に繋げるための情報発信活動



活動報告（１年目）

村内イベント
・「玉川村観光交流施設森の駅 yodge」のオープニングイベント
・「すがまプラザ交流センター」のオープニングイベント
・乙な市（モルック）
・村民文化祭

自主企画イベント
・すがまプラザでボードゲームのイベント
・すがまプラザでイルミネーションと焚火のコラボイベント

その他
・yodgeの立ち上げの手伝い（研修）
・「アーバンスポーツたまかわ」実証実験の手伝い
・各協力隊の活動の手伝い
・公民館でイルミネーションの飾り付け
・須釜、泉児童クラブでレクリエーション（柿沼さんから引継ぎ）

１年目の感想
・分からない、難しい (´;ω;｀)（何がしたい、何が出来る）
・砂漠の中ひたすら歩いている



活動報告（2年目）

自主企画イベント
・玉川村全域を対象とした宝探しイベント
・アーバンスポーツたまかわで縁日コーナーの開催
・すがまプラザ交流センターでイルミネーションと謎解きを掛け合わせたイベント
村内イベント
・産業まつり（金魚すくい）
・yodgeの秋祭り（綿あめ）
・こわたま市（スーパーボールすくい、ヨーヨー釣り）
・CVT主催の「さるなしJAM」
・CVT主催の「エンデューロ・レース」
・クックキッチンたまかわ主催の「こども食堂」（ボードゲーム）
村外イベント
・地域の担い手文化祭（石川町）
・福島県内地域おこし協力隊・復興支援員　合同募集説明会（東京都）

外部からの依頼
・福島県主催「ふくしまど真ん中チャレンジライフ」（地域ディレクター）
・福島放送「シェア」（玉川村県民リポーター）

2年目の感想
・次につながるイベントが多かった
・自分の中で活動のコンセプトが決まった（自分がやっていて楽しいもの）



活動写真



活動写真



今後の活動予定

・すがまプラザ交流センターで縁日をテーマにした常設型のイベントコーナーの開催（夏ごろスタート予定）
　1.金魚すくい
　2.かたぬき
　3.宝石探し
　4.スマートボール
　　　　　　　徐々に増えていく予定
・謎解きイベントの開催
・新規イベントの開催



ご清聴ありがとうございました

NEXT
にぎわいプロモーション
鈴木 愛子



にぎわいプロモーション
鈴木愛子



鈴木　愛子

玉川村出身

好きなこと
・絵を描くこと（油彩・抽象画）
・フィルムカメラ
・山菜採り
・芸術鑑賞

2020年1月着任（現在4年目）



ミッションは？

にぎわいプロモーション隊員

・商工業の振興

・イベント（ワークショップ）の企画・運営

・情報発信

アートで地域を盛り上げたい！地域を伝えたい！



てとて新聞

てとて新聞とは？

玉川村に住んでいても知らないことがたくさんあったり、い

つもの日常が面白く感じたりしたことを伝え、読者と玉川村

がつながるきっかけとして、2か月に1回てとて新聞を発

行。（現在不定期発行）

主に村内の商工業の紹介や地域おこし協力隊の活動につ

いて掲載。暇つぶしにもなるように毎号間違い探しも掲載し

た。

玉川村全戸　約1,800戸

玉川村役場・玉川村公民館・すがまプラザ交流センター

道の駅たまかわ こぶしの里



ガラスペイント

おこし隊の駅にて

新型コロナウイルス感染症でイベントや行事などが中止が

相次ぎ、学校でも行事等が行えない中、通行人が楽しめる

ようにと当時の地域おこし協力隊の拠点「おこし隊の駅」の

窓ガラスにて毎週月曜日にガラスペイントを開催。

おこし隊の駅の終了までガラスペイントを続けた。

小・中学校の通学路のため、子どもたちに大変喜ばれた。

ガラスペイントを行っている時に、通行人が声をかけてくださり、村民との交

流の時間にもなった。



ガラスペイント

福島県立光南高等学校

美術部・アートファクトリー部

すがまプラザ交流センターのオープニングセレモニーに合

わせて、福島県立光南高等学校の美術部・アートファクト

リー部にご協力いただき、ガラスペイントを行った。

現在も展示中！（展示終了は未定）



ワークショップ

さるなしリースづくり

玉川村の特産品「さるなし」の剪定枝を活用したリースづく

りを開催。（2021年・2022年）

さるなしの剪定枝は今まで山に捨てられていた。

果物だけではなく、今後は草木染めや籠づくり等のものづく

りを含めてさるなしを伝えていく。

2022年11月より圃場をお借りし、さるなしの栽培研修受

けながら栽培もしている。



ワークショップ

アートクラス

子どもたちがアートを通して自由に活動や表現ができるよ

うに「アートクラス」を開催。

幼稚園生クラス（3歳～6歳）と小学校クラス（小１～小６）に

分かれて、対象年齢に合わせた内容を行う。

基本、テーマを決めているが、何を作るか何をするかは子

どもたちの意志に任せ、絵の具や紙粘土等の素材を使用

用途に限らず自由に使用し、想像力・表現力を高める。



空き家リノベーション

アートコミュニティスペース　ZASSOU

四辻新田地区の空き家をリノベーションして時間を共にし、

表現を共有できる場「アートコミュニティスペース

ZASSOU」を設営。リノベーションには主に日本大学建築

学科の学生にご協力いただきました。

場所
玉川村四辻新田字村中 91番地

県道40号沿いの赤い瓦屋根



ZASSOU

主にコミュニティスペースとして活用

・アート教室
・フリースペース
・展示
・イベントやワークショップ

後々にやりたいこと
・カフェ
・貸出アトリエ
・田舎体験

2023年2月完成！

2023年4月8日（土）よりプレオープン！



デザイン

ロゴ

玉川村南須釜地区　鮮魚専門店「魚秀」 すがまプラザ交流センター



デザイン

チラシ

ポスター

手ぶらキャッシュレス　ポスター 玉川ポイントカード会　チラシ



デザイン

その他デザイン

たまかわ文化体育館　館内図

東京2020パラリンピック聖火の種火（玉川の火）採火式

Tシャツ



メディア

KFB福島放送　シェア！

コーナー「ふるさとシェア」

玉川村の県民リポーターを2021年11月より務めています！

次回の放送　3月20日（月）16：30頃～

過去の放送はYouTubeで配信しています。

「シェア　玉川村」で検索してみてください。



今後の活動

・ワークショップの開催（アートクラス・ものづくり）

・さるなしの栽培・活用

・アートコミュニティスペース ZASSOUの運営

・暮らし体験



卒隊後は？

・ワークショップの開催

・さるなしの栽培・活用

・アートコミュニティスペース ZASSOUの運営

・暮らし体験

→   アート教室

→   継続

→   継続

→   継続



ご清聴ありがとうございました。
来年度もよろしくお願いいたします。


